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こ
れ
か
ら
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
進
め
方

―ビッグデータから見えてくる健康長寿への道―
健康寿命とAI

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
も
皆
さ
ま
が
い
き
い
き
と
健
康
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
祈

念
し
て
、
当
協
会
の
岡
部
英
男
健
康
創
造
室
室
長
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い

て
少
し
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
か
ら
ま
と
め
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
と
健
康
長
寿

　

さ
ら
に
、“
子
ど
も
と
暮
ら

す
な
、
一
人
で
暮
ら
せ
”
と
い

う
こ
と
は
、
子
ど
も
と
暮
ら
す

と
、
子
ど
も
や
そ
の
家
族
に
頼

り
切
っ
て
、
自
分
で
あ
ま
り
考

え
な
い
で
生
活
す
る
こ
と
に
な

り
、
思
考
力
が
下
が
る
傾
向
が

あ
る
。
一
方
で
は
、
子
ど
も
や

そ
の
家
族
と
生
活
習
慣
が
違
っ

た
り
、
気
兼
ね
し
た
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
心
の
負
担
に

な
っ
た
り
も
す
る
こ
と
が
あ
る

か
ら
だ
と
い
う
。

　

一
人
暮
ら
し
は
２
０
１
５
年

で
は
６
０
０
万
人
だ
っ
た
が
、

２
０
４
０
年
に
は
９
０
０
万
人

に
達
す
る
と
い
う
推
計
も
あ

る
。
そ
の
な
か
で
、
い
か
に
自

分
ら
し
く
生
き
る
か
を
見
出
せ

る
か
が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

ピ
ン
コ
ロ
の
た
め
に

　

で
は
、
人
生
の
最
晩
年
10
年

の
生
活
は
実
際
ど
う
な
の
か
。

理
想
は
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
（
Ｐ

Ｐ
Ｋ
・
ピ
ン
コ
ロ
）
で
、
ネ
ン

ネ
ン
コ
ロ
リ
（
Ｎ
Ｎ
Ｋ
・
ネ
ン

コ
ロ
）
と
な
ら
な
い
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
３
年
き

ざ
み
で
Ａ
Ｉ
が
分
析
し
た
。

　

最
晩
年
の
10
年
で
、
健
康
寿

命
を
延
伸
す
る
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
何
か
。
最
初
の
１
～

３
年
は「
住
ん
で
い
る
地
域
」、

次
の
４
～
６
年
は「
こ
こ
ろ
」、

最
後
の
７
～
10
年
は「
か
ら
だ
」

と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
高

齢
者
の
虚
弱
（
フ
レ
イ
ル
）
対

策
で
あ
る
。
健
康
か
ら
要
介
護

ま
で
の
あ
い
だ
に
は
、
健
康
→

プ
レ
フ
レ
イ
ル
（
前
虚
弱
）
→

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
→
要
介
護

（
身
体
機
能
障
害
）
へ
と
移
行

す
る
。
フ
レ
イ
ル
の
特
徴
と
し

て
は
、
①
１
年
間
で
４
～
５
kg

の
体
重
減
少　

②
主
観
的
疲
労

感　

③
日
常
生
活
の
活
動
量
の

低
下　

④
身
体
能
力
（
歩
行
速

度
）の
減
弱　

⑤
筋
力（
握
力
）

の
低
下　

が
あ
る
。
こ
の
な
か

で
、
１
～
２
項
目
の
該
当
で
プ

レ
フ
レ
イ
ル
、
３
項
目
以
上
の

該
当
で
フ
レ
イ
ル
と
な
る
。
フ

レ
イ
ル
の
転
帰
と
し
て
は
、
要

介
護
状
態
、
自
立
性
喪
失
そ
し

て
死
亡
へ
と
つ
な
が
る（
図
１
）。

　

さ
ら
に
虚
弱
関
連
と
し
て
、

加
齢
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器

機
能
や
予
備
力
の
低
下
か
ら
外

的
な
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
脆
弱

性
が
進
み
、「
身
体
」
の
虚
弱
、

「
こ
こ
ろ
・
認
知
」
の
虚
弱
、

「
社
会
的
」
な
虚
弱
の
３
つ
の

要
因
が
起
こ
る
。「
身
体
」
の

虚
弱
は
、
身
体
的
な
虚
弱
で
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
な
ど
。「
こ
こ

ろ
・
認
知
」
の
虚
弱
は
、
メ
ン

タ
ル
・
コ
グ
ニ
テ
ィ
ブ
・
フ
レ

イ
ル
で
、
う
つ
や
認
知
機
能
低

下
な
ど
。「
社
会
性
」の
虚
弱
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
レ
イ
ル
で
、

閉
じ
こ
も
り
、
困
窮
、
孤
食
な

ど
で
あ
る
（
図
２
、
３
）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
65
歳

以
上
の
人
々
が
社
会
参
加
し
や

す
い
環
境
を
醸
成
し
て
、
活
発

に
働
い
た
り
、
動
け
た
り
す
る

社
会
を
つ
く
る
よ
う
に
目
指
す

こ
と
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

は
大
事
で
あ
る
。

第
５
回
　
か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ワ
ー
ク
・
エン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

―
組
織
を
元
気
に
す
る“
攻
め
”の
メ
ン
タ
ルヘル
ス
対
策
と
は
―

�

北
里
大
学
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般
教
育
部　

教
授　

島
津
明
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神
奈
川
学
校
保
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研
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会 

12
月
例
会

ス
マ
ホ
社
会
の
子
ど
も
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現
実

�

Ｎ
Ｐ
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法
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子
ど
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と
メ
デ
ィ
ア　

常
任
理
事　

古
野
陽
一

　

昨
年
10
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映

さ
れ
た
『
Ａ
Ｉ
に
聞
い
て
み
た　

ど
う
す
ん
の
よ
!? 

ニ
ッ
ポ
ン
』

で
、
健
康
寿
命
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
開
発
し
た
人
工
頭
脳

「
社
会
問
題
解
決
型
Ａ
Ｉ
（
以

下
Ａ
Ｉ
）」
を
活
用
し
て
、
日

本
人
65
歳
以
上
・
41
万
人
の
生

活
習
慣
デ
ー
タ
や
約
５
、
０
０

０
万
本
の
学
術
論
文
や
四
半
世

紀
に
わ
た
る
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
の

約
２
５
０
万
本
を
学
習
さ
せ
、

社
会
の
課
題
を
発
見
し
つ
つ
解

決
の
糸
口
を
探
る
と
い
う
企
画

だ
っ
た
。

　

い
わ
ゆ
る
“
寿
命
（
平
均
寿

命
）”
は
「
０
歳
児
が
将
来
平

均
し
て
何
歳
ま
で
生
き
る
か
を

示
す
値
」
で
あ
り
、
個
人
の
健

康
状
態
は
当
然
な
が
ら
反
映
さ

れ
な
い
。
そ
し
て“
健
康
寿
命
”

は
「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生

活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間
」
と
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
平
均
寿
命
と

健
康
寿
命
の
差
が
、
他
人
に
よ

る
世
話
、
す
な
わ
ち
介
護
が
必

要
な
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

最
新
の
国
の
報
告
に
よ
る

と
、
２
０
１
８
年
に
、
２
０
１

６
年
の
健
康
寿
命
が
男
性
72
・

14
歳
、女
性
が
74・79
歳
で
あ
っ

た
。
同
じ
２
０
１
６
年
の
平
均

寿
命
は
男
性
80
・
98
歳
、
女
性

87
・
14
歳
で
あ
っ
た
の
で
、
健

康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
差
は
、

男
性
が
８
・
84
年
、
女
性
が

12・35
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
差
は
近
年
少
し
ず
つ
減
少

す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
ま
だ
ま

だ
長
い
。
健
康
寿
命
を
延
伸
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
と
も

人
生
最
後
の
10
年
前
後
を
い
か

に
過
ご
す
か
を
普
段
か
ら
考
え

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
健
康
寿
命
が
延
伸

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
医
療
費
や
介

護
費
は
減
少
さ
せ
ら
れ
、
国
と

し
て
は
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

番
組
で
は
、
健
康
寿
命
延
伸

の
た
め
に
は
「
子
ど
も
と
暮
ら

す
な
、
一
人
で
暮
ら
せ
」「
運

動
よ
り
も
食
事
よ
り
も
読
書
が

大
事
」
と
い
う
Ａ
Ｉ
の
分
析
を

紹
介
し
、
健
康
と
関
係
あ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
笑
う
」と
な
っ

た
。

健
康
長
寿
に
は
読
書
が
大
事

　

健
康
寿
命
の
長
寿
県
と
し
て

山
梨
県
と
愛
知
県
が
あ
る
。
山

梨
県
は
男
性
が
１
位
で
女
性
が

３
位
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
と
、
山
梨

県
は
人
口
比
率
で
全
国
１
、
図

書
館
が
多
い
。
図
書
館
が
近
く

に
あ
る
と
、
要
介
護
の
人
が
少

な
い
。
図
書
館
が
あ
る
と
歩
い

て
図
書
館
に
出
か
け
、
本
を
探

し
、
本
を
読
む
。
本
を
読
む
こ

と
に
よ
っ
て
知
識
を
増
や
し
た

り
、
思
い
出
を
増
や
し
た
り
、

再
確
認
し
た
り
す
る
。“
心
が

動
く
と
体
が
動
く
”
し
、
活
動

や
活
力
が
増
え
、
向
上
心
も
上

が
る
。
そ
の
結
果
、
認
知
症
の

発
生
が
少
な
く
な
り
、
発
症
し

て
も
進
行
が
遅
く
な
る
、
と
い

う
分
析
結
果
も
わ
か
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
初
等
教
育
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
も
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
知

り
、
向
上
心
や
奉
仕
す
る
心
が

芽
生
え
る
、
と
い
う
報
告
も
あ

る
。

「
向
上
心
」
と
「
社
会
参
加
」
が

元
気
に
過
ご
す
ポ
イ
ン
ト

図１　フレイルの転帰

多剤服用施設入所
入院

要介護状態
自立性喪失
死亡 心血管疾患

生活習慣病

転倒・骨折認知症

術後合併症

フレイル

図３　サルコペニア、ロコモ、フレイルの関係

図２　高齢者の特性（例：虚弱（フレイル））
加齢とともに、心身の活力（例えば筋力や認知機能など）が
低下し、生活機能障害、要介護状態、そして死亡などの危険
性が高くなった状態。

危険な加齢の兆候（老齢症候群）
・低栄養
・転倒、サルコペニア
・尿失禁
・軽度認知障害（MCI）

加齢に伴う変化
・食欲の低下
・活動量の低下（社会交流の減少）
・筋力低下
・認知機能低下
・多くの病気をかかえている

➡

フレイルの多面性

精神的身体的

社会的

閉じこもり・孤食

低栄養・転倒
の増加、口腔
機能低下

意欲・判断力や
認知機能低下、
うつ

➡適切な介入・支援により、生活機能の維持向上が可能。
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（サルコペニアを含む）

慢性疾患
老年症候群

精神神経的フレイル

抑うつ
軽度

認知機能障害


